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このたびは昭和業務用エコキュートをお買い上げいだたき、まことにありがとうございました。
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この取扱説明書には、安全についての注意事項を記載しております。正しくお使いいただくため、ご使用になる前に、必ずこの説明書をよくお読みください。お読みのなった後、お使いになる方がいつでも見られることろに、この説明書を大切に保管してください。お使いになる方が変わる場合には、本書と「据付説明書」をお渡しください。お客様ご自身では、据付・移設をしないでください。(安全や機能の確保ができません。)特殊使用品については、製品の細部がこの説明書と若干異なる場合があります。
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0798
テキストボックス
異常時(こげ臭い等 )は、分電盤の電源を「切(OFF)」にして、ヒートポンプ

0798
テキストボックス
ユニットの運転を停止した後に、お買い上げの販売店に相談する

0798
四角形
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機器のカバーはむやみに開けない
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や夏期で外気温が高い場合、沸き上げ温度が低下する場合があります。
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注1.一般的なご使用条件では、1年に1回の点検が必要になります。
注2.年間稼動日数は、「9時間/日、3240時間/年」を想定しています。
注3.交換目安はご使用条件(運転時間や水質)によって大きく影響を受けます。
　　 保証年数を意味するものではありません。
     また(必須)となっているものは、安全または性能維持のため必ず交換が必要です。

部品交換実施のお願い部品交換実施のお願い

本製品を所有されているお客様に、製品の安全性と機能を維持するため、
当社指定のサービスマンによる定期点検と部品交換を実施いただくよう
お願い致します。
この表は、一般的な使用条件において定期点検を行い、異常があれば
補修・交換が必要になる年数の目安を示します。 具体的な保守点検に
関しては、お買い上げの販売店にご相談ください。
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ヒートポンプユニット部品 貯湯ユニット部品
部  品  名 交換目安 部  品  名 交換目安
圧縮機 6年 メインタンク 10年

空気側熱交換器 5年 サブタンク 10年
ガスクーラ（水熱交換器） 5年 マンホール用パッキン 1年(必須)

電子膨張弁 6年 電動弁 3年
ストレーナ(冷媒側) 重サービス時 温度センサ 5年

冷媒配管 5年 温度調節器 5年
内部熱交 5年 温度圧力計 3年

電子膨張弁コイル 6年 逃し弁 3年(必須)
クランクケースヒータ 8年 タイマー 3年

基板 8年 自動エアー抜き弁 １年
電磁開閉器、ヒューズ 8年 配管パッキン 3年

配線部品 8年 配管 5年
リレー、スイッチ 5年 バルブ 5年

圧力SW・各圧力センサ 5年 カップリングジョイント 5年
インバータ 8年 フレキシブルチューブ 3年

温度センサ (蒸発器、外気) 5年 減圧弁(オプション) 3年(必須)
温度センサ (給水、出湯) 5年 ブレーカ、ヒューズ 8年

送風ファン 5年 配線部品 8年
DC水ポンプ 3年 リレー、スイッチ 5年
流量センサ 3年

パッキン・Oリング等 3年 イドシス(オプション)部品
水配管 5年 部  品  名 交換目安

空気抜き弁 3年 熱交換器 5年
循環ポンプ 3年
逃がし弁 3年(必須)
減圧弁 3年(必須)

フロースイッチ 3年
温度センサー 5年
温度調節器 5年
インバーター 5年

リレー、スイッチ 5年
表示ランプ 3年
ブレーカ 8年
配線部品 8年



リモコン各部の名称とはたらきリモコン各部の名称とはたらき

TOP画面

電源を投入するとリモコンはTOP画面を表示します。
運転ボタンを３秒長押しすることで運転可能状態へ移行します。

運転をタッチ！

時計表示部

運転ボタン

現在の時刻を
表示します。

ヒートポンプを運転可能
状態にします。

時計表示部 現在の時刻を
表示します。

表示内容現在の画面内容
を表示します。

沸上温度設定ボタン

沸増量設定ボタン 貯湯量表示部

各種設定ボタン

現在設定されている
沸上温度を表示します。
温度を変更する場合は、
数字部をタッチしてください。

沸増時間帯(沸上時間帯以外)
の沸増設定量を表示します。
沸増量を変更する場合は、
数字部をタッチしてください。

現在の貯湯量を表示します。

各種設定画面へ移行します。
運転選択・休止設定
沸上時間の設定
ピークカット設定
詳細設定
が行えます。
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P 9

P 9

P11～13 , 15～17P10

P14

停止ボタン
ヒートポンプを停止状態
にします。(3秒長押し)
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0764
四角形

0764
テキストボックス
時間を指定し、ヒートポンプユニットの運転を禁止することができます。電力需要に合わせてヒートポンプユニットをピークカットすることにより、契約電力を抑えることができます。



参照ページ

10ページ

定量 12ページ

11ページ

休止中でも保護運転(凍結防止運転等)を行う場合があります。

休止設定期間になると休止画面へ移行します。

時刻設定 9ページ

実績表示 17ページ

給湯量 17ページ

各時間毎の過去の残湯量を確認できます。

各時間毎の過去の給湯量を確認できます。

14ページ

業種別

沸増量を設定することができます。

※運転パターンが『業種別』の時は全量沸増となります。

13ページ

設定可能な休止日数は最大30日です。

現在の日付及び時刻を設定及び修正できます。

設定可能な休止日数は0～9日であり、設定後すぐに停止します。

設定した曜日はヒートポンプユニットの運転を強制停止します

最大6曜日設定可能です。

設定した期間中はヒートポンプユニットの運転を強制停止します。

設定した日数はヒートポンプユニットの運転を強制停止します。

運転選択

開始時刻・終了時刻を3パターン、最長12時間まで設定できます。

それぞれのパターンで『有効』『無効』の設定ができますが

実行されるのは１パターンのみとなります。

後押し優先のため最後に『有効』にしたパターンが実行されます。

沸増時間帯に一定の沸増量を維持する運転です。

沸増時間帯を1時間毎に分割して、沸増量を設定できます。

代表的な業種の沸増パターンが8種類、及び任意に沸増パターンを

設定できるなカスタム設定が2種類用意されております。

沸上時間を設定できます。

ピークカット設定が『有効』の場合、設定時間帯はヒートポンプ

ユニットの運転を強制停止します。

沸増量設定

沸上時間設定

ピークカット設定

沸上温度設定

設定及び表示項目 詳細内容

沸上温度を設定することができます。

詳細設定

16ページ

休止設定

日数休止 15ページ

曜日休止

期間休止

15ページ

15ページ

15ページ

リモコンの機能及び内容説明リモコンの機能及び内容説明
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画面の流れ画面の流れ
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TOP画面

沸増

沸上

各種設定 運転選択 定量

業種別

ピークカット

沸上時間

休止設定

詳細設定 時刻設定

実績表示

給湯量

日数

曜日

期間



時計の設定のしかた時計の設定のしかた

TOP画面上の”各種設定”ボタンをタッチしてください。

各種設定をタッチ！

TOP画面
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○ヒートポンプユニットの電源投入後、日付・時刻が異なる場合は
必ず合わせてください。時刻を合わせないと正常な運転ができません。

各種設定画面上の”詳細設定”ボタンをタッチしてください。

●時計は一度設定すると停電等で電気が遮断されても、４３時間以内であれば
通電再開後に現在時刻へ復帰します。

●時計は季節(周囲温度)の変化や停電等により誤差が発生します。
月に1回を目安に時刻の確認を行ってください。

各種設定画面

詳細設定をタッチ！

詳細設定画面上の”時刻設定”ボタンをタッチしてください。

変更する日付・時刻をタッチしてください。表示が反転します。

”▲”、”▼”ボタンで設定し、”決定”ボタンで確定させます。

詳細設定画面

時刻設定をタッチ！



沸上温度の設定のしかた沸上温度の設定のしかた

TOP画面上の沸上温度の数字部をタッチしてください。
沸上温度の表示が反転します。

沸上をタッチ！

TOP画面
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○ヒートポンプユニットで沸き上げる温度の設定です。
○設定温度は下記の6段階に変更できます。
(65℃・70℃・75℃・80℃・85℃・90℃)

”▲”ボタン・”▼”ボタンで温度を設定し、”決定”ボタンで
設定を確定させます。
温度は下記の順番に変化します。

●出荷時の沸上温度は”90℃”に設定されています。
●沸上温度の設定は、一度設定すると、再度設定するまで保持されます。
●タンクに貯湯されている温度は、配管やタンクの放熱等により沸上温度よりも低下します。



沸上時間の設定のしかた沸上時間の設定のしかた
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○沸上時間とは、お湯を使用しない時間帯にタンクに全量沸上運転を
行う時間です。(1分単位で設定)

●出荷時は開始時刻22:00、終了時刻8:00に設定されています。
●沸上開始、終了時刻の設定は、一度設定すると、再度設定するまで保持されます。
●沸上開始時刻と終了時刻を同じ時刻に設定すると沸き上げ運転を行いません。

TOP画面上の”各種設定”ボタンをタッチしてください。

各種設定画面上の”沸上時間”ボタンをタッチしてください。

開始時刻を入力します。変更する時刻をタッチして表示を反転
させ、”▲”、”▼”ボタンで設定し、”決定”ボタンで確定させます。

終了時刻を入力します。変更する時刻をタッチして表示を反転
させ、”▲”、”▼”ボタンで設定し、”決定”ボタンで確定させます。

開始時刻、終了時刻を確認して、”決定”ボタンで確定させます。

各種設定をタッチ！

TOP画面

各種設定画面

沸上時間をタッチ！



運転選択の設定のしかた運転選択の設定のしかた
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○ヒートポンプユニットの沸増運転の方法を”定量”、”業種別”より設定できます。
○”定量”運転は、沸増時間帯に一定量の沸増量を維持する運転です。
○”業種別”運転は、沸増時間帯を1時間ごとに分割し、それぞれ設定した
沸増量を維持する運転です。

○沸増時間帯とは、沸上時間(全量沸上運転を行う時間)以外の時間です。
○各運転の沸増パターンの詳細はP14をご覧ください。

●出荷時の運転は”定量”運転です。
●お店や施設の責任者の方で、湯切れが心配な場合は”定量”運転を推奨します。
●施設や設備の使用エネルギーを管理される方で、詳細な設定を望まれる方は、
”業種別”運転を推奨します。

TOP画面上の”各種設定”
ボタンをタッチしてください。

各種設定
をタッチ！

TOP画面

運転選択
をタッチ！

各種設定画面上の”運転選択”
ボタンをタッチしてください。

各種設定画面

沸増運転の方法の設定が
できます。

運転選択画面 ”定量”運転を設定した場合、

”業種別”運転を設定した場合

以降の設定をします。

P13

設定が確定されて

TOP画面へ戻ります。



運転選択の設定のしかた -業種別-運転選択の設定のしかた -業種別-
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沸増パターンを設定します。代表的な業種の沸増パターンを8種類、
あらかじめ用意しておりますので同業種をお選びください。
任意で沸増パターンの設定を行う場合は、カスタム設定を使用してください。

業種別画面

代表的な業種から沸増パターンをお選びの場合は、沸増パターンが
表示されるのでご確認の後に、”決定”ボタンをタッチしてください。
設定が確定されて、業種別モードのTOP画面へ戻ります。

業種から選択の場合は カスタム設定選択の場合は

各業種選択 TOP画面 -業種別-

設定を変更する場合は、”変更”ボタンをタッチしてください。
”設定変更画面”になりましたら上下のボタンで沸増量を設定でき、
左右のボタンで時間帯を設定できます。
”決定”ボタンをタッチすると”カスタム設定選択画面”へ戻ります。

”カスタム設定選択画面”で
”決定”ボタンをタッチすると
設定が確定されて、業種別モードの
TOP画面へ戻ります。

カスタム設定選択 設定変更画面

TOP画面 -業種別-

●各沸増パターンのうち、沸上時間と重複する時間帯は、全量沸上運転を行います。



沸増量の設定のしかた沸増量の設定のしかた
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○沸増量の設定は、沸増運転の方法により異なります。

"沸増"ボタンの数字部をタッチしてください。数字が反転します。
”▲”、”▼”ボタンで沸増量を設定し、”決定”ボタンで確定させます。

定量運転

定量運転の場合は を、カスタム設定選択の場合は

”業種別”運転時の沸増量は沸増パターンにより制御されます。

”沸増”ボタンの数字部をタッチすると、全量沸増運転を行うことができます。

全量沸増運転に切り替える場合は”決定”ボタンをタッチしてください。

”沸増”ボタンの表示が”全量沸増中”に変わります。

全量沸増運転を終了し、業種別の沸増パターンにて運転する場合は

業種別運転

を参照願います。

0
20
40
60
80

100

22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 時刻[時]

貯
湯
量
[%]

沸上時間帯
(出荷時) 沸増時間帯

(出荷時)

沸増量

0
20
40
60
80

100

22 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 時刻[時]

貯
湯
量
[%]

沸上時間帯
(出荷時) 沸増時間帯

(出荷時)

沸増量[業種別]

沸増量[全量沸増]



運転休止のしかた運転休止のしかた
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○お湯を使用しない日は、ヒートポンプの運転を休止して、不要な運転を省きます。
○休止の方法は、設定した日数の間休止する”日数”休止、設定した曜日の間
休止する”曜日”休止、設定した期間休止する”期間”休止 から選択できます。

”各種設定”ボタンをタッチします。

TOP画面 各種設定画面

”休止設定”ボタンをタッチします。

休止設定画面

”日数”休止設定は

”曜日”休止設定は

”期間”休止設定は

日数休止

・設定可能日数は0～9日であり、
設定後ヒートポンプは休止して、
沸上運転・沸増運転を行いません。

・”休止設定画面”の▲、▼ボタンで
日数を設定して、”決定”ボタンを
タッチします。

曜日休止

・”休止設定画面”の”曜日”ボタン
をタッチします。

・左右で曜日を選択して、”運転”、
”休止” ボタンで設定します。

期間休止

・”休止設定画面”の”期間”ボタン
をタッチします。

・▲、▼ボタンで期間を設定して、
”決定”ボタンをタッチします。



ピークカット設定のしかたピークカット設定のしかた
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○ピークカット設定をした時間帯は、ヒートポンプは運転を行いません。
○時間帯のパターンは3種類作成できて、それぞれ”有効”、”無効”の設定が
できますが、実行されるのは最後に有効としたパターンのみです。

”各種設定”ボタンをタッチします。

TOP画面 各種設定画面

”ピークカット”ボタンをタッチします。

設定するパターンをタッチします。

ピークカット設定画面

設定時刻に変更がある場合は
”変更有”ボタンを
タッチします。

設定パターン画面

設定時刻に変更がない場合は
”変更無”ボタンを
タッチします。

開始時刻を設定します。
設定する時間あるいは分の数字
をタッチしてください。
▲、▼ボタンで時刻を設定して、
”決定”ボタンをタッチします。

開始時刻設定画面

終了時刻を設定します。
設定する時間あるいは分の数字
をタッチしてください。
▲、▼ボタンで時刻を設定して、
”決定”ボタンをタッチします。

終了時刻設定画面

有効・無効を設定後に、
”決定”ボタンをタッチしてください。

有効・無効設定画面

U14-014-C05
テキストボックス
●出荷時は、ピークカット設定は　”有効”となっています。　開始時刻 0:00 ～ 終了時刻 0:00  のためヒートポンプは停止しません。



実績表示/給湯量の確認のしかた実績表示/給湯量の確認のしかた
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○実績表示は過去3ヶ月の貯湯量を確認できます。
○給湯量は現在流量と各曜日毎の給湯量を確認できます。

”各種設定”ボタンをタッチします。

TOP画面 各種設定画面

”詳細設定”ボタンをタッチします。

”実績表示”ボタンあるいは
”給湯量”ボタンをタッチします。

詳細設定画面 実績表示 -1-

給湯量 -現在-

”実績表示”
確認の場合は

”給湯量”
確認の場合は

実績表示 -2-

給湯量 -1日-
表示切替
ボタン

表示切替
ボタン

”表示切替ボタン”をタッチすると
表示内容が変更できます。
[”1日”⇔”現在”]
”戻る”ボタンをタッチすると
”TOP画面”へ戻ります。

単位切替ボタン

単位切替ボタン

”前日”、 ”次日”ボタンをタッチして、
確認したい日を選択してください。

同曜日の給湯実績を確認したい
場合は、”単位切替ボタン”をタッチ
して、”実績表示 -2-” の画面に
してください。
単位が日から週へ変更されます。

”前週”、 ”次週”ボタンをタッチして、
確認したい日を選択してください。



0798
四角形

0798
テキストボックス
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0798
四角形

0798
四角形

0798
スタンプ



機器の水抜きによる凍結防止
確認のしかた
機器の水抜きによる凍結防止
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水抜き栓

エア抜き栓

ヒートポンプ入口 ヒートポンプ出口

■エコキュートを電力の供給なしに停止する場合は、サービスへご依頼していただき、
貯湯ユニットとヒートポンプユニットの水抜きによる凍結防止を行ってください。
(短期間であっても電気工事や機器の移設等で電力が供給されない場合も同様です。)

排水方法

貯湯ユニットとヒートポンプユニット間配管のバルブ（入水側・出湯側共）を
閉じます。

側面(配管側)の下パネルと、背面の下パネルを取り外します。

側面(配管側)

下パネル
下パネル

背面

ヒートポンプのエア抜き栓を開いてから水抜き栓を開きます。
水は水抜き栓のホースから装置下に出ます。
（熱い湯がでる場合がありますので、ご注意ください）

ヒートポンプ出口（出湯側）配管の現地施工分排水弁を開きます。
排水弁から水が出てきますので、ご注意ください。

ヒートポンプ入口（入水側）配管の現地施工分排水弁を開きます。
排水弁から水が出てきますので、ご注意ください。

エア抜き栓と水抜き栓を閉じ、ヒートポンプ出口側排水弁から0.4MPa以下の
圧縮空気や窒素ボンベでヒートポンプ入口側排水弁より水が出なくなるまで
十分ブローしてください。入口側からブローすると故障の原因となります。

両側の排水弁を閉じ、エア抜き栓と水抜き栓が閉じていることを確認してから
パネルを取り付けます。



0798
テキストボックス
リモコンの手入れ

0798
テキストボックス
液晶表示部および本体が汚れたときには、やわらかい布でよごれを拭きとってください。よごれがとれないときは、水で薄めた中性洗剤を布にしみこませて固く絞り、よごれをふき取ったあと、乾拭きしてください。※シンナー・有機溶剤・強酸系は使用できません。

0798
テキストボックス
お手入れのしかたとご注意

0798
テキストボックス
お手入れのしかたとご注意

0798
テキストボックス
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0798
テキストボックス
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0798
四角形

0798
線

0798
線
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線


0798
線

0798
四角形

0798
四角形


0798
テキストボックス
症状

0798
テキストボックス
原因

0798
四角形

0798
四角形

0798
四角形

0798
線

0798
テキストボックス
給湯機の番号

0798
線


0798
テキストボックス
最新の異常は最下部に表示

0798
線


0798
四角形

0798
テキストボックス
お知らせ表示コード



故障かな？
確認のしかた
故障かな？
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異常コード一覧

リモコン表示 点検内容
E01 高圧異常
E03 高圧圧力センサ異常
E04 低圧異常
E05 低圧圧力センサ異常
E06 高圧圧力SW異常
E11 吐出高温異常
E12 出湯温度センサ異常
E13 給水温度センサ異常
E14 吐出温度センサ異常
E15 吸込温度センサ異常
E16 蒸発器入口温度センサ異常
E17 蒸発器出口温度センサ異常
E18 外気温度センサ異常
E19 圧縮機下温度センサ異常
E20 凝縮器出口温度センサ異常
E31 INV異常一括
E32 起動不良
E33 過負荷停止
E34 CT異常
E41 ファン異常
E51 流量異常
E52 ポンプ異常
E61 RS-485通信異常
E62 RS-485通信接続台数オーバー
E63 RS-485通信ｱﾄﾞﾚｽ重複
E71 子機通信異常
E72 子機通信接続台数オーバー
E73 子機通信ｱﾄﾞﾚｽ重複
E81 貯湯ユニット信号異常



主要仕様
のしか

主要仕様
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制御盤は貯湯ユニット内部にあります。

●温度調節器 給湯温度 ・・・ 給湯温度（貯湯ユニットからの出湯温度）を設定・表示します。
切換タイマで時間帯により給湯温度を切換えることができます。

●給湯温度切換タイマ ・・・ 標準仕様の場合、省エネのため給湯温度を時間帯により切り換えます。
○昼間（8：00～22：00） ・・・ 60℃（出荷時設定）
○夜間（22：00～8：00） ・・・ 45℃（ 〃 ）

●循環ポンプ発停タイマ ・・・ 二次側給湯循環ポンプON/OFF用のタイマです。
必要に応じて無電圧接点として選択利用できます。

●他熱源発停スイッチ ・・・ 他熱源発停用 無電圧接点出力の切換（ＯＮ－自動－ＯＦＦ）を行います。
※ベストミックス仕様の場合のみ 出荷時は『自動』にしています。

『給湯温度』用温度調節器の キーを
押して、設定温度（ＳＶ）を変更してください。

○各部の名称と働き

○給湯温度 設定方法

貯湯ユニット 制御盤について

標準仕様制御盤

温度調節器 給湯温度

給湯温度切換タイマ

エコノミー・ベストミックス仕様制御盤

循環ポンプ発停タイマ

他熱源運転スイッチ※

現在温度(PV)

設定温度(SV)

設定変更ｷｰ

温度調節器 給湯温度

0798
テキストボックス
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○タイマーの設定方法

貯湯ユニット 制御盤について（標準仕様のみ）

0798
テキストボックス
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テキストボックス
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0798
テキストボックス
SSHP-30B

0798
テキストボックス
アフターサービスのご用命は

0798
テキストボックス
アフターサービスのご用命は

0798
四角形

0798
テキストボックス
GQC0140001






